
 

 

 

暑さの厳しい時期からスター 

 トし、様々な工夫や措置をとり、 

 またそれに対して保護者の皆様 

 がご理解ご協力をいただき、とりあえず熱  

中症の最も危険な時期は切り抜けられま 

した。引き続き、感染症予防・台風などの 

災害対応など難題ばかりですが、よろしく 

お願いいたします。 

また、制約も多い中でしたが、学年別フ

リー参観もありがとうございました。 

 

 

 

 

 

あるお坊さんが、「正論の正の字は５画、つ

まり人が思う正論は５つある」と書いてみえ

ました。たしかにこの半年あまり、未知のウ

ィルスに対しての対応が、国・県・市として

も学校としても方向性が揺れ動きました。報

道を見ていてもどれが正論かわからない説

が多数あるなか、保護者の皆様にはたいへん

なご理解ご協力ありがとうございました。収

束の見通しも不透明な中ですが、学校として

も、学習活動や行事について“やれそうなこ

と、やりかたを変えたらできそうなこと、別

なこととの代替”などを見極め、感染症予防

もしながら、少しでも有意義なものになるよ

うに考え前進していきます。 

『リノベーション』 

⇒今までとはやり方を変えてみる。 

例をあげるなら、２年生の郵便の学習です。

中央郵便局の見学はできなくなりましたが、

かわりに岩田郵便局の林局長さん（PTA 会

長さん）に資料をもとに 

説明をしてもらったのも 

その一つです。   

 

 

 

 

『イノベーション』 

⇒新しいものを創出してみる。 

例をあげるなら、６年生の茶道体験です。修

学旅行の行先変更で歴史や文化にふれるこ

とが減りましたが、それに代えて師範にきて

いただき茶道体験を行いました。もちろん協

会のガイドラインにより、本来の作法とはち

がった面もありまし 

たが、茶道の背景の 

歴史や文化も含めて 

教えていただき、貴 

重な体験をしました。 

 

 

 

 ７月の第５号にも書いたように、コロナ禍

の中で津市が急きょ起ち上げた、オンライン

での学習などを可能とするサイトです。先日、

個人 ID・パスワードの 

書かれたプリントを配布 

し、パソコン室でサイト 

に入る練習もしました。 

 一人１台タブレット（ipadの予定）の配備

や校内のLANを高速なものに取り換える工

事は予定より少し遅れています。なぜなら日

本中の多くの自治体の学校で同じようなこ

とが進められようとしているからです。年度

内には何とかなるようです。まだ、コンテン

ツは一部分だけですし、本校独自のものもあ

りません。今後、それらの充実をはかり、ま

た教員の研修も急速に進め、前にも書いたよ

うに数年のうちには『教科書・ノート・えん

ぴつと同じように机にタブレットがあるの

が当たり前』にそして授業中もあるいは家庭

にあっても e-Learning ポータルで双方向の学

習が可能になるように努めていきます。 

 ウラ面あり 

 

養正小だより  
『凡事徹底』 

  令和 ２年度   第   ７号   

９月   １６日   

前向きに進む 

学習支援サイト「津市 

e-Learning ポータル」その２ 



※８月に市内の学校でも児童の感染者がでて、該

当学年が臨時休業となりましたが、その家庭学習

の補助にも e-Learning ポータルが用いられま

した。 

※e-Learning ポータルのサイトに入るには

URL を打ち込んでいただいてもいいし、養正小

ホームページのロゴの下にもリンクをはったの

で、いちど入って「お気にいり」にしておいてい

ただくと便利です。なお学校ホームページは、 

http://ednet.res-edu.ed.jp/s-yosei/ ではい

っていただくか、「津市立養正小学校」で検索い

ただいて古いホームページから新しいものに進

んでいただくこともできます。 

                 

 

 学校の直接の歴史に何かあったわけでは

ありません。 

 本校は江戸時代にできた津藩の藩校であ

る『有造館』の中で幼年の者の学習の建物で

あった『養正寮』から校名をとっています。

その有造館の第３代督学（校長）の斎藤拙堂

先生は幕末の著名人とも幅広く交流があっ

た人で、また漢学者でありながら弟子には洋

学を学ぶことも勧めるという開明的な人で

もありました。その斎藤拙堂先生は行政官と

しても多くの功績を残され、その一つが『種

痘（感染症である天然痘の予防接種）』を導入

したことです。当時、長崎には伝来していま

したが、まだ国内でほとんど実施されていな

い、いわば“得体のしれない”種痘の有効性

を見抜き、いち早く取り入れ、有造館の中に

『種痘館』という建物まで設置し、広く藩内

の領民の多くにしかも無料で受けさせたそ

うです。 

  

 昔と同様人々が感染症とたたかっている

中で、あくまでも悪いのは病気でかかった人

ではないとうことを子どもたちの心の基盤

にさせたいと思います。通常の生活をし感染

症予防に努めていても、児童・職員・保護者

のだれがいつ感染するかはわかりません。 

“あやまった正論”や “いき過ぎた正義”に

子どもたちが振り回されないようにするこ

とも大人の大切な役目であることをともに

確かめたいと思います。 

※昨年度の６年生は、斎藤拙堂先生の玄孫にあたる

かたにゲストティーチャーにきていただきお話を

ききましたが、そうとうなご高齢でもあり今年は機

会がありません。 

 

§修学旅行について 

 ６年生の保護者の方には昨日説明会でお

伝えしました。最終的に市内の小学校は県内

を中心とした旅行に切り替えました。本校の

行程は、１日目：斎宮歴史博物館・いつきの

みや歴史体験館・海の博物館、鵜方で宿泊 

２日目：賢島マリンランド・エスパーニャク

ルーズ乗船・志摩スペイン村 です。とにか

く実現してやりたいと日々願っています。 

§運動会の確認 

 あらためて確認です。11/6（金）に午前

のみで種目もしぼって行い、給食ありです。

また保護者の参観は、人数・エリア等に制限

を設けさせていただきます。くわしくは後日

お知らせします。 

※平日の午前のみですので、振り替えはありません。    

また9/19の運動会がなくなったので9/23は  

通常の授業日です。 

§４年生 熱気球搭乗体験 

 恒例になりましたが、朝日ガスエナジーの

熱気球クラブのみなさんにお世話になり実

施します。感染症対策などくわしい内容と承

諾については学年からお知らせします。 

※10/７ or12を予定しています。また、保護者の

方（他学年の方も可）も安全領域より三密をさけ

て参観可能です。 

養正小の歴史と感染症 

前号までにもお知らせしてきたように校区の各

団体様や個人様から緊急のご支援や寄付をいた

だいていますが、先日養正地区早朝ソフトボー

ルリーグ様からもご厚志をいただきました。地

域・保護者の皆様の子どもたちや学校へのあり

がたい思いにあらためて感謝申し上げます。 


